
ソ
マ
リ
ア
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
ス
ー
ダ
ン
、
コ

ン
ゴ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ボ
ス
ニ
ア
の
よ
う
に
、

現
在
、
あ
る
い
は
か
つ
て
、
国
内
紛
争
や
内
乱
に

よ
っ
て
中
央
の
政
府
が
も
は
や
機
能
せ
ず
、
軍
閥

な
ど
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
国
家
が
存
在
す
る
。

失フ
ェ
イ
ル
ド
・
ス
テ
イ
ト

敗
国
家
や
破コ

ラ
プ
ス
ト
・
ス
テ
イ
ト

綻
国
家
と
呼
ば
れ
る
こ
れ

ら
の
諸
国
に
お
い
て
は
、
人
間
の
安
全
保
障
と
い

う
、
も
っ
と
も
根
本
的
な
財
を
提
供
で
き
な
い
状

態
に
あ
る
（
参
考
文
献
⑧
）。
死
傷
者
や
難
民
・

避
難
民
を
含
め
て
、
民
間
人
の
犠
牲
者
の
多
さ
は

国
内
紛
争
の
特
徴
で
あ
る
。
政
府
と
反
政
府
集
団

の
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
特
定
の

集
団
に
帰
属
す
る
民
間
人
が
強
制
移
動
や
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
の
標
的
と
さ
れ
、
大
量
の
難
民
や
避
難
民

が
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
。
紛
争
が
長
期
化
し
日

常
的
に
な
る
な
か
で
、
児
童
兵
の
問
題
も
深
刻
化

し
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
う
し
た
諸
国
に
お
い
て
は
、
い
っ

た
ん
停
戦
に
至
っ
て
も
、
紛
争
の
再
発
す
る
可
能

性
が
高
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
人
々
の
生

命
や
尊
厳
の
危
機
的
状
況
が
再
発
す
る
こ
と
を
予

防
す
る
う
え
で
、
紛
争
後
の
平
和
構
築
は
、
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
や

東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
、
民
主
的
選
挙
が
実
施
さ
れ

る
ま
で
国
連
の
暫
定
統
治
が
行
わ
れ
た
し
、
旧
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ボ
ス
ニ
ア
再
建
に
あ
た
っ
て
は
、

和
平
後
一
○
年
を
経
た
今
日
に
お
い
て
も
、
欧
米

諸
国
が
中
心
と
な
っ
て
、
長
期
に
わ
た
る
関
与
を

続
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
ソ
マ
リ
ア
な
ど
ア

フ
リ
カ
の
一
部
の
諸
国
に
お
い
て
は
、
紛
争
が
い

っ
た
ん
収
束
し
た
後
に
お
い
て
も
、
国
際
支
援
が

十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

平
和
構
築
を
「
武
力
紛
争
の
前
後
、
最
中
を
問

わ
ず
、
国
家
内
の
平
和
の
可
能
性
を
高
め
、
武
力

紛
争
の
可
能
性
を
低
く
す
る
努
力
」
と
す
る
広
義

の
定
義
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
紛
争
や

内
乱
後
の
諸
国
や
地
域
に
お
け
る
平
和
構
築

（post-conflict peacebuilding

）
を
中
心
に
、
人

間
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
論
じ
た
い
。

●
日
本
と
平
和
構
築

日
本
政
府
も
ま
た
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
を
通
じ
て
、
平
和
構
築
に
か
か
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
政
府
だ
け
で

な
く
、
ピ
ー
ス
・
ウ
ィ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
や
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
な
ど
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
海
外
で
の
平
和
構

築
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

日
本
政
府
の
取
り
組
み
は
、
二
○
○
三
年
八
月

に
改
定
さ
れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
に
お
い
て
、
基
本
方

針
の
ひ
と
つ
に
人
間
安
全
保
障
が
組
み
込
ま
れ
、

重
点
課
題
の
な
か
に
平
和
構
築
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
。
新
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
で
は
次

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。「
紛
争
・
災
害
や
感

染
症
な
ど
、
人
間
に
対
す
る
直
接
的
な
脅
威
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
や
地
域

・
国
レ
ベ
ル
の
視
点
と
と
も
に
、
個
々
の
人
間
に

着
目
し
た
『
人
間
の
安
全
保
障
』
の
視
点
で
考
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
わ
が
国
は
、
人
づ
く
り

を
通
じ
た
地
域
社
会
の
能
力
強
化
に
む
け
た
Ｏ
Ｄ

Ａ
を
実
施
す
る
。
ま
た
紛
争
時
よ
り
復
興
・
開
発

に
い
た
る
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
、
尊
厳
あ
る

人
生
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
個
人
の
保
護
と
能

力
強
化
の
た
め
の
協
力
を
行
う
」（
参
考
文
献
③
）。

人
間
の
安
全
保
障
と
平
和
構
築
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
政
策
に
お
い
て
存
在
感
を
増
し
つ
つ
あ
る
と
い

え
よ
う
。

具
体
的
に
み
れ
ば
、
一
九
九
九
年
よ
り
、
日
本

政
府
の
拠
出
で
国
連
事
務
局
に
設
立
さ
れ
た
「
人

間
の
安
全
保
障
基
金
」
は
、
対
人
地
雷
、
難
民
問

題
な
ど
、
平
和
構
築
と
密
接
に
か
か
わ
る
分
野
も

含
め
、
国
連
関
係
の
機
関
と
そ
れ
以
外
の
主
体
の

協
力
事
業
に
対
し
て
、
幅
広
く
出
資
を
行
っ
て
い

紛
争
後
の
安
全
保
障
│
平
和
構
築
へ
の
課
題

特集／人間の安全保障の現在

栗
栖
薫
子
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集
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特
集

特集／人間の安全保障の現在

る
。
コ
ン
ゴ
や
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
に
お
け
る
元
兵
士

の
職
業
訓
練
と
雇
用
創
出
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

お
け
る
難
民
・
避
難
民
女
性
へ
の
保
健
・
教
育
、

職
業
訓
練
を
通
じ
た
社
会
統
合
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
一
二
○
件
を
超
え
る
案
件
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
。日

本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
に
お
い
て
は
、
二
○
○
三

年
に
は
従
来
の
「
草
の
根
無
償
資
金
協
力
」
を
、

「
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
」

へ
と
発
展
さ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
能
力
強
化
、

難
民
・
避
難
民
の
帰
還
支
援
、
母
子
保
健
支
援
、

地
雷
除
去
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
支
援
を

迅
速
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

無
償
資
金
協
力
を
用
い
た
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
に
よ
る
平
和
構
築
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

社
会
の
和
解
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
支
援
、
治
安
回
復
、

社
会
基
盤
整
備
、
経
済
復
興
支
援
、
社
会
的
弱
者

支
援
、
人
道
緊
急
支
援
の
七
分
野
が
そ
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
で
あ
る
。
具
体
的
事
例
と
し
て
は
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
（
法
整
備
支
援
・
退
役
軍
人
自
立
支
援
・
対

人
地
雷
対
策
）、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
（
イ
ン
フ
ラ
・

保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
復
興
）、
ボ
ス
ニ
ア
（
地
域

間
で
分
断
さ
れ
た
交
通
機
関
の
復
旧
・
身
体
障
害

者
リ
ハ
ビ
リ
支
援
な
ど
）、
ま
た
、
和
平
プ
ロ
セ

ス
か
ら
復
興
開
発
、
治
安
ま
で
を
包
括
し
た
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
な
ど
が
こ
れ
ま
で
に
実
施
さ
れ

て
い
る
。

●
人
間
の
安
全
保
障
│
「
欠
乏
か
ら
の

自
由
」
と
「
恐
怖
か
ら
の
自
由
」

の
連
関

人
間
安
全
保
障
は
「
欠
乏
か
ら
の
自
由
」
と

「
恐
怖
か
ら
の
自
由
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら

捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
概
念
が
登
場
し

た
当
初
は
、
ど
ち
ら
の
側
面
を
強
調
す
べ
き
か
と

い
う
論
争
が
、
研
究
者
や
政
府
間
で
行
わ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
コ
フ
ィ
・
ア

ナ
ン
国
連
事
務
総
長
に
よ
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
報
告
書

（
二
○
○
○
年
）
や
、
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
、

緒
方
貞
子
を
共
同
議
長
と
し
、
日
本
政
府
の
支
援

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
人
間
の
安
全
保
障
委
員
会

に
よ
る
報
告
書
（
二
○
○
三
年
）
に
お
い
て
、
人

間
の
安
全
保
障
は
「
欠
乏
か
ら
の
自
由
」
と
「
恐

怖
か
ら
の
自
由
」
の
双
方
を
包
括
し
た
概
念
で
あ

り
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
両
者
が
密
接

に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
参
考
文
献

⑥
、
⑦
）。

紛
争
後
の
平
和
構
築
は
、
武
力
紛
争
や
物
理
的

暴
力
や
国
内
混
乱
に
起
因
す
る
「
恐
怖
か
ら
の
自

由
」
を
達
成
し
、
さ
ら
に
「
欠
乏
か
ら
の
自
由
」、

ま
た
自
立
し
た
尊
厳
あ
る
生
活
へ
と
つ
な
げ
る
と

い
う
意
味
で
、
人
間
の
安
全
保
障
と
大
き
く
か
か

わ
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
平
和
構
築
プ
ロ
セ
ス
は
、

一
般
に
、
停
戦
、
和
平
合
意
、
食
料
や
医
薬
品
な

ど
緊
急
人
道
支
援
、
兵デ

ィ
ス
ア
ー
マ
メ
ン
ト

士
の
武
装
解
除
・
動デ

ィ
モ
ビ
リ員

解ゼ
ー
シ
ョ
ン除

・
社リ

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

会
へ
の
再
統
合
（
Ｄ
Ｄ
Ｒ
）、
国
の
統

治
制
度
再
建
、
選
挙
の
実
施
か
ら
、
さ
ら
に
一
歩

す
す
め
て
持
続
可
能
な
開
発
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

一
連
の
段
階
を
意
味
す
る
。
こ
の
間
、
紛
争
後
の

安
定
確
保
、
緊
急
人
道
支
援
か
ら
、
復
興
支
援
さ

ら
に
開
発
へ
と
「
継
ぎ
目
な
く
」
移
行
し
、
各
段

階
で
隙
間
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
お

か
れ
た
状
況
が
悪
化
し
な
い
よ
う
な
支
援
が
、
と

く
に
人
間
の
安
全
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
は
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
和
平
後
の
政
治
過
程
は

「
行
き
つ
戻
り
つ
」
で
あ
り
、
国
内
で
は
暴
力
と

飢
餓
な
ど
が
複
合
的
な
危
機
と
し
て
発
生
す
る
こ

と
も
あ
る
。
紛
争
後
の
社
会
に
お
い
て
、「
恐
怖

か
ら
の
自
由
」
と
「
欠
乏
か
ら
の
自
由
」
と
い
う

側
面
は
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
の
諸
要
素
を
い
か
に
関
連
性
の
な
か
で
と

ら
え
、
総
合
的
に
迅
速
に
対
処
す
る
か
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

資
金
と
人
的
資
源
の
有
効
で
迅
速
な
投
入
の
た

め
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
役
割
分
担
し
て
関
与
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
政
府
の
よ
う
な
公

的
セ
ク
タ
ー
の
み
で
な
く
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
企
業
な
ど

の
民
間
セ
ク
タ
ー
が
加
わ
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
形
成
し
、
協
働
し
て
人
間
安
全
保
障
の
問
題

解
決
に
あ
た
ろ
う
と
す
る
形
態
が
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
他
方
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
日
本

政
府
の
方
針
の
よ
う
に
、
最
初
の
段
階
で
、
和
平

プ
ロ
セ
ス
か
ら
治
安
確
保
、
人
道
支
援
ま
で
を
網

羅
し
た
包
括
的
枠
組
み
を
提
示
し
、
こ
れ
に
対
し

て
日
本
政
府
が
一
貫
し
て
資
金
を
提
供
す
る
の
も
、

継
ぎ
目
の
な
い
援
助
へ
の
ひ
と
つ
の
や
り
方
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。

●
平
和
構
築
と
人
間
の
安
全
保
障

紛
争
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
、
人
間
の
安
全

保
障
の
実
現
に
重
要
な
分
野
と
し
て
、
人
間
の
安

全
保
障
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
治
安
の
確
立
、
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人
道
救
援
、
復
興
と
再
建
、
統
治
と
能
力
強
化
、

和
解
と
共
存
の
五
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

治
安
の
確
保
は
他
の
活
動
す
べ
て
の
基
盤
と
な

る
財
で
あ
り
、
紛
争
終
結
直
後
は
停
戦
監
視
や
治

安
維
持
の
た
め
に
、
国
連
の
部
隊
や
多
国
籍
軍
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
同
時
に
、
Ｄ
Ｄ

Ｒ
の
た
め
の
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て

い
る
。
世
界
銀
行
や
日
本
な
ど
各
国
政
府
に
よ
っ

て
提
供
さ
れ
る
退
役
兵
士
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

元
兵
士
を
対
象
に
、
技
術
習
得
支
援
な
ど
再
雇
用

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
兵
士
の
社
会
統
合
に
は
、

技
能
訓
練
だ
け
で
な
く
、
持
続
可
能
な
雇
用
創
出

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
軍
や
警
察
の
民
主
化
、
効
率
化
と
い
っ

た
安セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
セ
ク
タ
ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム

全
保
障
・
治
安
部
門
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
本
来
国
民
を
保
護
す
る
は
ず
の
軍
や
警
察
が

人
々
を
抑
圧
し
て
き
た
諸
国
に
お
い
て
は
、
治
安

部
門
改
革
を
通
じ
て
国
民
に
信
頼
さ
れ
る
軍
や
警

察
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
私
的
暴
力
に
よ
る
社
会

の
混
乱
を
防
止
す
る
う
え
で
有
効
と
な
る
か
ら
で

あ
る
。

治
安
の
確
保
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
イ
ン
フ
ラ

を
構
築
し
、
さ
ら
に
紛
争
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
政

府
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
は
、
国
家
再
建
の
基
盤

と
な
る
。
行
政
支
援
、
法
整
備
支
援
、
徴
税
制
度

の
構
築
な
ど
、
制
度
を
再
建
し
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス

能
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
治
安
回
復
と
な
ら
ん

で
平
和
構
築
の
主
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

紛
争
中
か
ら
紛
争
終
結
直
後
に
は
、
食
料
、
医

薬
品
な
ど
緊
急
援
助
物
資
の
供
給
が
、
人
道
救
援

の
中
心
で
あ
る
。
そ
の
後
の
復
興
・
再
建
期
に
お

い
て
は
、
難
民
や
避
難
民
の
帰
還
促
進
、
栄
養
状

態
の
改
善
、
基
礎
保
健
医
療
の
整
備
、
ト
ラ
ウ
マ

の
治
療
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
の
活
動
を
み
る
と
、

小
学
生
に
地
雷
の
危
険
性
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
、

地マ
イ
ン
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

雷
認
知
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
印
刷
物
の
配
布

や
人
形
劇
に
よ
る
教
育
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

心ト
ラ
ウ
マ
・
ヒ
ー
リ
ン
グ

的
外
傷
治
癒
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
専
門
家
の
協

力
に
よ
り
児
童
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
、
肉

親
を
殺
害
さ
れ
た
児
童
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

社
会
の
和
解
と
共
存
へ
の
取
り
組
み
に
は
、
紛

争
中
の
非
人
道
的
行
為
な
ど
を
裁
く
刑
事
裁
判
所

の
設
置
、
真
実
究
明
委
員
会
、
地
域
社
会
で
の
共

存
へ
の
取
り
組
み
、
人
的
つ
な
が
り
（
社
会
関
係

資
本
）
の
再
建
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
地
方
、
と
く
に
中
央
の
復
興
か

ら
「
見
捨
て
ら
れ
た
地
方
」
の
人
び
と
が
、
過
去

の
対
立
を
乗
り
越
え
て
、
共
通
の
社
会
的
な
関
心

事
項
の
解
決
に
取
り
組
み
、
社
会
関
係
資
本
の
再

建
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
ボ
ス
ニ
ア

の
復
興
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
一
地
方
に
お
い
て
、

か
つ
て
は
対
立
し
て
い
た
ム
ス
リ
ム
系
の
自
治
体

と
セ
ル
ビ
ア
系
の
自
治
体
の
市
長
が
協
力
し
て
、

イ
ン
フ
ラ
の
共
同
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
、

両
市
の
あ
い
だ
を
む
す
ぶ
バ
ス
路
線
を
再
開
す
る

こ
と
な
ど
に
成
功
し
て
い
る
。
対
立
し
あ
う
ロ
ー

カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
上
げ
つ

つ
、
対
話
と
共
同
作
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
信

頼
醸
成
を
行
お
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
う
し

た
小
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
短
期
間
に
国
家
レ

ベ
ル
の
政
治
情
勢
の
改
善
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
個
々
の
レ
ベ
ル
で
は
、
市
民
は
平
和
な

生
活
を
望
ん
で
お
り
注
目
に
値
す
る
変
化
が
観
察

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

●
平
和
構
築
と
人
間
の
安
全
保
障
の

「
食
い
違
い
」

平
和
構
築
に
お
け
る
諸
側
面
、
例
え
ば
和
平
合

意
の
履
行
、
多
国
籍
部
隊
な
ど
に
よ
る
治
安
維
持
、

国
連
暫
定
統
治
、
選
挙
な
ど
は
、
個
々
人
の
生
命

や
尊
厳
に
と
っ
て
本
来
は
基
盤
と
な
る
べ
き
要
素

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
人
間
の
安
全
保
障

と
の
齟
齬
を
生
み
出
す
危
険
性
も
含
ん
で
い
る
こ

と
は
、
看
過
す
べ
き
で
な
い
。

例
え
ば
、
選
挙
の
実
施
な
ど
に
よ
っ
て
、
新
た

な
社
会
的
・
政
治
的
不
安
定
や
格
差
が
生
じ
、
人

々
の
安
全
を
損
な
う
要
因
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

ボ
ス
ニ
ア
な
ど
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
欧
米
基
準

で
の
自
由
で
公
正
な
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
自
体

が
目
標
と
な
り
、
結
果
と
し
て
、
現
地
の
人
び
と

に
対
す
る
統
治
が
悪
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
有

効
な
統
治
が
保
証
さ
れ
な
い
状
況
で
時
期
尚
早
に

選
挙
を
行
っ
た
た
め
に
、
人
々
は
同
じ
エ
ス
ニ
ッ

ク
な
出
自
を
も
つ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
政
党
を
支
持

し
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
分
断
を
固
定
化
し
た
の
で
あ

る
。第

二
に
、
平
和
構
築
に
は
、
国
家
と
し
て
の
秩

序
の
再
建
・
維
持
と
い
う
目
的
が
あ
り
、
秩
序
を

優
先
す
る
方
法
次
第
に
よ
っ
て
は
、
現
地
の
人
び

と
の
「
人
間
の
安
全
保
障
」
に
と
っ
て
矛
盾
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
る
。
第
三
に
、
平
和
構
築
に
か
か

わ
る
先
進
諸
国
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
、
現
地
の

アジ研ワールド・トレンド No.124（2006．１）─18



特
集

特集／人間の安全保障の現在

人
び
と
へ
の
政
策
や
価
値
観
の
押
し
付
け
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
の
問
題

と
し
て
、
先
進
国
の
資
源
（
資
金
、
人
材
、
ノ
ウ

ハ
ウ
、
知
識
）
へ
の
長
期
的
依
存
が
、
現
地
の
政

府
の
主
体
性
を
失
わ
せ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
が

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
平
和
構
築
に

携
わ
る
国
連
ス
タ
ッ
フ
な
ど
国
際
要
員
の
責
任
の

あ
り
方
も
問
わ
れ
る
。
ま
た
、
平
和
構
築
プ
ロ
セ

ス
に
か
か
わ
る
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
企
業
も
ま
た
、

い
か
に
し
て
説ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

明
責
任
を
果
た
す
の
か
と
い

う
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
、
人
間
の
安
全
保
障
委

員
会
報
告
書
は
、
平
和
構
築
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

人
間
の
安
全
保
障
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
調
整

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

る
（
参
考
文
献
⑥
）。

●
調
整
原
理
と
し
て
の
人
間
の
安
全
保

障平
和
構
築
を
推
進
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
人
間

の
安
全
保
障
だ
け
で
な
く
、
秩
序
構
築
・
維
持
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
被
支
援
国

の
人
々
の
安
全
に
と
っ
て
、
国
際
的
な
治
安
維
持

や
暫
定
統
治
の
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
を
認
め
な
が

ら
、
い
か
に
人
間
の
安
全
保
障
と
い
う
原
理
を
そ

の
な
か
に
導
入
し
、
秩
序
維
持
と
の
調
整
を
し
て

い
く
か
が
課
題
と
な
ろ
う
。

平
和
構
築
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
人
間
の
安
全

保
障
規
範
に
よ
っ
て
調
整
を
行
う
場
合
に
は
、
次

の
点
を
組
み
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
①
紛

争
の
根
本
的
原
因
に
働
き
か
け
る
予
防
戦
略
、
②

社
会
的
弱
者
へ
の
視
点
、
③
人
び
と
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
能エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

力
強
化
、
④
多
様
な
主
体
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
⑤
持
続
的
発
展
に
向
け
た
ロ

ー
カ
ル
な
利ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー

害
当
事
者
の
参
加
に
よ
る
、
現
地
の

主オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

体
性
の
回
復
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
多
様
な
脅
威
か
ら
の
「
保
護
」
だ

け
で
な
く
、
人
々
が
自
ら
を
守
る
力
を
会
得
し
、

自
立
し
て
い
く
た
め
の
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
が

鍵
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
お
い
て
は
、
人

間
安
全
保
障
と
人
間
開
発
と
の
強
い
結
び
つ
き
が

想
起
さ
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
個
人
と
国
家
の
掛
け
橋
と
な
る
市

民
社
会
や
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
焦
点
を

あ
て
、
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
現
地
社
会
の

主
体
性
を
回
復
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

に
は
、
現
地
の
人
び
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状

に
即
し
た
き
め
細
や
か
な
対
処
を
必
要
と
す
る
た

め
に
、
政
府
や
国
際
機
関
だ
け
で
な
く
、
現
地
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
国
際
的
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
、
市
民
社
会
ア
ク

タ
ー
に
よ
る
協
働
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
現
地
の
人
び
と
や
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
参
加
型
プ
ロ
セ
ス
は
、
人
び
と
の
真
の
ニ
ー

ズ
を
汲
み
上
げ
る
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

最
後
に
、
平
和
構
築
へ
の
関
与
の
あ
り
方
以
前

の
問
題
で
あ
る
が
、
冒
頭
で
も
ふ
れ
た
ア
フ
リ
カ

に
お
け
る
紛
争
へ
の
対
応
の
よ
う
に
、
先
進
諸
国

が
支
援
を
行
う
意
思
が
な
い
場
合
も
多
い
。
こ
の

こ
と
は
、
も
っ
と
も
見
捨
て
ら
れ
た
地
域
の
人
々

に
焦
点
を
あ
て
る
と
い
う
、
人
間
の
安
全
保
障
の

中
核
的
な
視
点
と
矛
盾
す
る
。
平
和
構
築
と
人
間

安
全
保
障
の
持
続
可
能
性
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

持
続
的
な
国
際
的
関
心
と
支
援
を
引
き
出
す
と
い

う
、
困
難
な
課
題
に
も
直
面
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
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